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而
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名
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旨

呔

敎

育

反

對

諭

厶

名

見 

る

べ

き

？

のf

。
，美

術

獎

蹦

に

關

レ

て

は

箸

書

の

注
-.  

意

は

ニ

行

の®

画

を

出

で̂

。
'
.

要
す
る
に
、
本
書
に
於
て
著
者
、
s

m
u
學
理
の
誕
述 

に
止
ま
ら
步
し
て
、
實
際
的
方
面
に
.
亘
6
て
譲
者.
の
參
：
 

考
と
爲
る.
ベ
き
梆
究
を
遂
げ
ら
れ
*
る
は
頗
る
吾
人
の 

u

値
す
る
^
P0 :
な
ろ
。
it
s
ら
く
は
著
者
のW
A 

的
嗜
好
於
聊
^ .
本
書
の
價
値
を
傷
け
杧
る
こ
と
を
。.

利
松
光
&

-1
S

-
. 

.

,

三著

I

V
 
'
.

金

.

.明
浓
四
十
五
年
四
刀
喪
文
館
發
行 

大
判
六1
1八
頁
定
愤
ー
四
八
十
錢

本
書
は
柬
京
高
等
商
業
學
校
敎
搜
關
ニ
氏
の
編
纂
に 

係
る
經
濟
學
商
業
學
研
究
叢
書
の
第
一
冊
に
し
て
、
全 

書
を
前
紀
と
後^
と
に
分
ち
、
前
編
に
於
て
貨
觀
學
說 

を
肅
b> 
.後
編
に
於
て
賃
銀
政
策
を
說
く
 
o
前
編
は
! : 

U

分
ち
て
九
章
と
な
し
、
賃
銀
基
金
！

i
、

賃
銀
鐡
則
說
 ヽ

新
賃
龈
基
金
說
‘
殘
餘
請
求
學
說
、
限

霖

用

學

說

、

勒
會
主
義
者
0

賃
銀
學
靓
、.
需
要
供
紛
學
說
、

n

 

\

ヲ
' 

I

r

及

シ
.ユ

丨

の

學

說

を

順

に

說

明

し

、r

d

p

逐 

1

之
に
批
評
を
加
へ
、
最
後
の
第
九
章
に
於
て
著
者
は
：
 

賃
銀
決
定
の
.
法
則
に
.
關
す
る
自
己
の
意
見
を
述
ぶ
。
後 

編
賃
銀
政
策
之
を
第
！
部
質
銀
制
度
、
第

二

部

凝

確
 

•

保
政
策
及
び
第
三
部
賃
銀
戦
爭
及
其
解
決
法
に
分
つ
。 

第

T

部
賃
銀
制
度
の
下
にf t

す
る
所
は
賭
間
賃
銀
及
個 

數
賃
龈
制
度
、
團
體
狒
賃
銀
制
度
、
：賞
與
刺
度
、
從
價 

昇
降
制
度
、d
利
澗
分
酏
制
度
杧
し
て
、
第
 

一I

部
賃
銀
確 

保
政
策
《
页
に
分
ち
て>
 

賃
銀
支
娜
保
證
策
、
最
低
賃 

艱
、
行
政
官
廳
及
她
方
圆

|
i

の
.
賃
艱
政
策
と
爲
し
、
次

|

:#
;

« -
.-

服

誠

繁

其

鑑

法

に

於

て

霞-馨

、

勞
働
協
約
及r
f
勞
働
银
議
解
決
の
機
關
を
論 

本
：書
の
前
編
卽10
'
賃
龈
學
»
の
部
は
賃
銀
に
關
す
る 

主
な
る
學
説
を
擧
げ'て
。
馓
明
に
之
を
說
述
す
ぃ
き
れ 

ば
前
編
は一 .

個
の
賃
銀_

說
史
と
し
てH

有
名
な
る 

各
學
者
の
學
說
を
綱
羅
せ
る
に
非
次
る
を
以
て
、
聊//> 

缺
く
る
所
な
き
に
，し
名
あ
ら
次
れ
ど̂

P
、

各
學
說
に
對

1

る
代
表
的
學̂

の
j r
'

i t
^

を
^

t f

f ^
る
を
以
て
賃
銀
學 

說

U

關
す
る
一
般
的
知
識
を
得
る
に
は
好
參
考
書
と
爾 

つ
べ
し
0

.

,
後
編
賃
銀
政
策
の
部
に
於
で
は
勞
働
者
階
級
の
利
益 

を
訐
る
諸
種
-0
制
度
(/.
:關
す.
る
二
般
の
槪
念
と
諸
國
に'
 

於
て
是
迄
採6
來
る
又
は
珙
に
應
用
さ
れ
つ
あ 

る
方
法
を
詳
說
せ
る
を
以
て
後
編
％
亦
頗
る
»

る
に
& 

る
べ
き
名
の
多
し
。
否
、
本
書
の
特
色
は
前
者
賃
銀
論 

ょ
6
は
寧
ろ
後
者
賃•
銀政策の部にて

、
*
數

の

、 

割

合V
,

 C

論
卞
.
ふ0

、
全

書

の

本

文

六

百

〇

一
一
頁
中
前 

編
は
百
六
十
八
頁
を,1
5
む
る
に
過
ぎ
次
る
に
反
し
、
後 

編
は
其
殘
部
四s .
五
十
頁
に
亘
れ
る
を
以
て
、
本
#
は 

名
け
て
賃
銀
論
と
な
せ
ど
名
、
寧
ろ
賃
銀
政
策
諭
と
稱 

す
る
を
可
と
す
ベ
き
に
あ
ら
次
る
ゼ
、
本
書
の
行
文
は 

沭
暢
に
しV

、

尊
門
の
學
徽
書-
^
<:
は
頗
る
、
讀
易. 

き
書
物
71

纟
。
«•
a
に_
關
す
る
種
^
の
寧
說
を
■ダ
擧
批 

評
せ
る
後
、* '
者
自
身
が
與
へ
杧
ゐ
結
_

は
左
0
如
し
0 

賃

銀

決

定

，の

法

則

は

¥
ず

る

に

の»
付

に

»

す

る 

.

#

.

評
，ど

紹
介
リ

麗
主
の
評
價
及
麗
主
の
支
拂
能
カ
の
綜
合
關
係
を
渔
尚 

標
準
と
し
、
次
に
賃
銀
に
#
す
る
勞
働
者
の
評
價
と
勞 

_

歡
の
.生
活
費
用
©

綜
合
關
係
を
：最
低
德
準
と
し
^
等 

上
下
の
雨
限
界
內
に
於
て
幾
多
の
經
濟
的
並
に
#

■

»
 

.的
原
因
に
依
6 y

常
に
左
夜
げ
ら
る
、
動
態
現
象
，
.

y
し 

て
、
千
變
萬
化
容
易
に
端
悅
ず
可

4

ら
f
る
I

 
f

 
o 

前
記
最
高
最
低
雨
標
準
の
限
界
两
に
於
<
賃
銀
を
攻 

右
す
る
名
の
、
中

に
て
經
濟
的
原
因
は
左
の如
し

。

.

A.
.

M
主
の
數
及
勞
働
需
製
髙
逛
れ
は

(
一
)

市
場 

.

Q

盛
衰
、(

•三
土
地
の
大
小
舱
に
資
本
の
種
類 

分
量
及
金
融
の
緩
急
、: '(

三)

企
業
心
の
强
弱
及 

.

技
術
の
進
歩#
何
、(

0)

生
產
組
織
の
£1
:否
に 

由
6

て
定
i

る
：べ

し。
' 

'

B.
勞

働

希

望

者

の

數

及

勞

働

供

翁

ー

尚

此

M
* '
tt. 

(

一)

勞
働
力
の
多
少
、(

二 T

勞
働
心
の
强
弱
、 

(

三
：

)

企
業
の
盛

衰

、(

四
：

)

勞

働

の

品

質

仕

事

の 

•  

嘗

(

四)

勞
働
者
團
結
の
有
無
に*:
6
<
定
ま 

.■_
る
名
の
へ
と
す
。

、
：

..

,
 

四1
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1
1
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：f
1
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1
1
i
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I
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I
1

-'V.AH'J.
 

た-.•ハ.
.

.

.

.

.

>

r:.

f|

I:

も



,

批
評
と
紹
介

：

.

G.
.

:國
民
.經
濟
上
の
原
因
.
'
是
れ
國
民
經
濟
の
發
展.
. 

社
會
の
階
級
制
度
、
市
場
の.景
氣
、經
濟
組
織、
. 

信
用
交
通
制
度
、
生
產
方
法
、
分
業
所
得
の
形 

成
及
分
配
、
技
術
の
變
寧
、
其
他
勞
働
協
約
、
伸| 

裁
及
和
解
會
議
、
エ
業
裁
判
所
锨
に
賃
銀
會
議 

所
の
有
無
及
び
其
發
展
の
遲.速
如
何
を
指
ず
C 

次
に
非
經
濟
韵
原
因
は
左
の
如
し

A
. 

f

法
制
上
の
原
因
人
格
の
自
由
、：
營
業
、
契
約
、 

移
轉
沉
に
隨
結
の
自
由
を
朿
縛
す
る
法
制
の
有
無
は
間
一 

接
に
賃
銀
決
定
上
勘
か
ち
次
る
影
響
を
與
办
る
名
の
な 

ゲ
。

B.
社
會
上
の
原
因 

'勞
働
者
の
塾
2:
機
細
、慣
習
、\  

風
俗
1\
情
誼
、
偸
理
、,
宗
敎
等
$

賃
銀
決
定
、の 

上
に
多
少
の
影
»

を
與
ふ
る
こ
と
ぁ
る
名
の
と

| 

す
。
. 

.

以
上
は
著
者
於
賃
鈸
決
定
の.
法
則
に
關
し

.
て
有
す
る
一 

意
兕
な
る
於
、
袈
す
る
に
、
著
者
の
言
に
據
れ
ば
ヽ
如 

何
に
し
て
賃
銀
於
決
定
せ
ら
る
、
$
の
な
る
ゃ
は
吾
入

_ 

. 

0

 

一
 

1
,1

.

_

.

- 

.  

; 

i

の
知
る
'

こ
と
能
は
3 '
'

る
な
A

y

o

著
者
は
叉
勞
働
の
給̂
 

に
對
す
る
*

主
の
評
僧
及
®
主
の
支
狒
能
力
の
絵
合
關 

係

及

び

賃

雜

に

對

ず

，る

^

§

者
..の

評

價〜

勞

働

者

；の

生 

活
費

用

の̂

合

關

係

な
る
字
旬

を
用

ゐ

ら

る

、
名

、
給 

合
關
係
は
如

何

な

る

.關

係

なる
や
を
明
確
に
爾
明
せ
次 

る
を
以
て
、
著
者
の
所
論
は
聊
於
明
瞭
を
缺
く名
の
な 

6

と
云
'
は
§ '
'

名
：べ
か'
ち
少
。
賃
銀
に
關
す
石
幾
多
の
學 

說
を
批
評
し
*

る

後

最

後

，に

笳

單

に

結

論

と

し

て

自

己 

の

意

見

を

述

ぶ

る

こ

と

は

獨

逸

の

-學

者

間

に
流
行
す
れ 

ど
名
、
這
ば
決
し
て
吾
人
の
：模
倣
す
ベき
ぢ
の
に
非
ぎ 

る
を
信
卞
。

，

-

■*
,

獨
逸
學
者
の
：個
：

K

的
品
性
は
兎
名
角
學
術
硏
究
上
の 

誠
意
と
精
ガ
に
は
萬
人
の
威
嘆
措
く
能
は
次
る
所
な
纟 

然
6

と
雖
名
、
彼
等
の
長
观
は
史
實
の
考
究
に
在
ろ
て 

推
理
力
1C
非
ず
、
批
評
ヵ
に
し
て
創
作
丸.に
非
^
。
先 

輩
の
唱
べ
*

る
學
說
0

揚
足
を
取
る
に
.
^

@
る
妙
を
#
 

fc-cs

と
雖
名
、
結
論
i

し
<
.
提
供
す
る
自
己
0

學
說
は 

自
己
が
細
密
に
批
評.せ
.る

學

說

ょ

^

^

却

つ

て

雜

な

197

る
名
の
勤
か
ら
岁
。

#

村
氏
の
® .

書

％
他

の

學

說

の

記

--
.
'
>
枇

評

に

紙

を

割

く
 

こ
と
哲
四
十
四
頁
な
る
に
、
自
己
の
學
說
の
爲
に
紙
を
一 

费
す
こ
と
僅
か
に
ニ
十
二

 

•
!

な
.6

。
著
者
か1

r

將

の

\

 

主
張
を
提
供
せ
ん
と
欲
せ
ば
他
の
學
說
の
批
評
に
ニ
十
.
一
 

ニ
頁
を
費
し
、
自.
己
の
說
Ic
t t

百
四
十
四
頁
を
割
く
ベ 

か
人
し
な
ら̂

や
。
初
ょ

6

著
者
に
賃
銀
學
説
史
と
銘 

を
打
つ
な
ら
ば
鬼
名
角
、
苟
く
名
賃
銀
論
と
し
て
江
湖

j  

に
提
供
す
ベ
き
ぢ
の
な
ら.
ば
、
今

1
.

段
の
、用
意
を
製
せ 

^
-

c
s

 

し
や
。

 

j  

加
之
、
假

6

に
名
、
賃
銀
論
と̂

^

打
ち

^

る
*
物
一 

r .

於

y

賃
銀
於
如
何
に
じv

決
定
せ
ら
る
べ
き
$
の
な 

る
め
知
るy

.

出
な
し
と
云
は
れ
杧
る
は
遺
慽
の
極
み
な
一 

6

°

賃
銀
決
定
の
法
則
は
果
し
て
吾
人
の
知
る
こ
と
能

\  

は
ぎ
る
名
の
な
る
や
。
世
界
何
處
に
到
る
名
人
ロ
の
大

\

 

多
數
は
質
龈
に
依6

て
衣
食
せ
る
で
非
岁
や
。
從
つ

V

 

賃
銀
決
定
の
法
則
は
人
生.
の

.

一
火
別
題
に
非
申
や。
さ
 

れ
ば
、
若
し
經
濟
學1/

し
て
此
重
大
な
る
問
題
を
解
決

〉

.

批
評
と
一
介

す

る

能

S

す
ん
ば
其
の
職
責
を盡

し
^

る

名
の

i

云
ふ 

能
は
次
る
ぺ
し
。
此
問
題
が
.假
令
解
決
し
難
き
名
の
な 

,
/り
と
ぢ
、
否

解

決

す

る

こ

と

能
.
は
3 '
'

る

名

の

な
6

と

％
、 

吾

人

は

本

書

の

著

者

の

如

き

斷

定

を

以

<
滿

足

す

べ

か 

ら
步
し
て
、
益
々
硏
鐵
考
究
を#

る

ベ
か
ら

f

f

o
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千
九
1-
1

十】  
ー¥
マ
ク
ミ
ラ
ン
會
社
發
行 

■

大
列
六
西
！

I

十
四
W
 

本
#

«

和
繭
の
布
名
な
る
經
濟
$

に
1

て
乂
財
政
家
杧
リ
1

故
ビ
ー 

ル
ソ

ン
氏
の
装
述
に
係
る
經
濟
原
論
の
笫
ニ
卷
を
飜
譯
せ
る
劣
の

な
リ
。 

■

の
笫1

卷
瓜
千
八
亩
九
十
六
年
に
發
行
.せ
ら
れ
第
二
卷
は
千
九
苗
ニ 

雄
に
上
桦
せ
ち
れ
た
リ
。
第
1
卷
亿
載
す
る
所
«

維
論
、
第
一
編
交
換
論
；
 

及
'び

笫

，
ニ

錫

货

幣

論

に

し

て

'

此
窖
物
は
ウ
オ
ツ
o i

ル
氏
の
筆
に
依
り
て 

飜
P
.
せ
ち
れ
、
^

^

ニ
卷
の
上
枠
せ
ぅ
れ
た
る
取
。
卽
ち
千
九
西
〇
二 

年
に
倫
敦
R

於
て
發
行
せ
ち
れ
た
リ
。

第
二
卷
の
譯
述
-
亦
笫
一
卷
と
同

S

者
の
手
に
成9
て
、
昨
年
)̂

ち 

第1

卷
の̂

書
の
©
版
せ
这
れ

^

る
後
十¥
'0

に
て
漸
や
<
發
行
せ
ち
る 

る̂

^

リ̂

る
达0

^
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